
修 復 の 秘 密
文化財講座(歴史)

申し込み方法（抽選制） 
【往復ハガキ】①講座名：文化財講座(歴史) ②郵便番号・住所  ③氏名(ふり
がな) ④年齢 ⑤電話・ＦＡＸ番号 ⑥区内在勤・在学の場合は勤務先・学校名 
⑦中学生以下の方は保護者承諾の有無 を明記し、6月7日(金)(消印有効)まで
に申込。 
申込先：板橋区教育委員会生涯学習課文化財係 

（〒173-8501板橋区板橋二丁目66番1号） 
【電子申請】板橋区ウェブサイト「板橋区電子申請サービス」から6月7日(金)
までに申込。詳しくはホームページをご覧下さい。 

定員：80名　(事前申込、定員を超えた場合は抽選) 
費用：無料 
主催：板橋区教育委員会 
講師：板橋区学芸員 

吉田　政博（教育委員会事務局生涯学習課） 
小山侑里子（同） 
杉山　 宗悦（同） 
印田由貴子（板橋区立美術館）

学芸員が語る！板橋区の文化財最前線 2

どうして 

壊れてしまった 

物を直すのか

日時：2024年6月23日(日) AM 9:30-12:30 
会場：板橋区立グリーンカレッジホール 

(〒174-0056 東京都板橋区志村3-32-6)

　本講座は歴史学、考古学、美術史学を専門とする学芸員が、“修復”という共

通のテーマで文化財について解説するものです。 

　“修復”とは「つくろい直すこと」を意味します。制作されてから長い年月を

経ている文化財は、先代から次代へ守り伝えられる過程の中で修復が施されて

きました。“修復”のおかげで形が保たれ、現在、その姿を見ることができるの

です。

　一方で、考古学の遺物に代表されるように、その物が偶然残り、後世に

なって発見されたモノもあります。これらはほとんどの場合で完形を留めて

おらず、往時の状態をイメージするためには、“修復”が必要になります。 

　このように文化財の“修復”は、決して一様ではありません。後世に「何か」

を伝えるために、そのモノが孕む特有の事情を踏まえながら行われ続けてき

た営みなのです。本講では 文化財の“修復”を切り口にして、そのモノがもつ

特徴や価値、そして背景に広がる歴史と文化を読み込んでいきます。

お問合せ　板橋区教育委員会事務局生涯学習課文化財係　☎︎03-3579-2636

割れても、欠けても、擦り切れても、

画像【左】英一蝶「一休和尚酔臥図」板橋区立美術館　【右上】磁器碗（四葉遺跡C地区1出土）板橋
区教育委員会　【右下】1990年代の旧理化学研究所板橋分所の写真、板橋区教育委員会


